
 

 
広島県立吉田高校 神楽部 

紫苑祭 公演 

『日本武尊』 
 

日 時：平成２２年１０月１０日（日）午後１時より約 50 分 

場 所：県立広島大学 広島キャンパス体育館 広島市南区宇品東 1-1-71 

入 場：無料（申込不要） 

吉田高校神楽部は、地元、高田神楽を受け継ぐため日々稽古に励んでいます。 
昨年に続き、紫苑祭で公演させていただけることになりました。 

まだまだ未熟ですが 応援よろしくお願いいたします。 
【演目説明】：日本武尊 

景行天皇の御代、九州の筑紫地方に川上梟帥という熊襲の頭目がいました。 

熊襲は帝の命に逆らい、良民の財をかすめとっては私腹をこやす無法者の集 

団です。帝に川上梟帥の征伐を命じられた皇子の小碓命は筑紫の国に入り、 

川上梟帥の館で酒宴があることを知り、そこへ向います。館に着くと新築の 

祝宴が開かれていて、小碓命は旅の女に変装して近づきます。川上梟帥は 

ちょうどいいところに都の女性が来たと喜び、宴に招きます。小碓命の酌で 

酔いしれる熊襲たち。小碓命は時を見て袖から太刀を出し切りつけます。 

壮烈な立ち合いの後、命と川上梟帥の一騎打ちとなり川上梟帥は命の太刀 

をあびます。川上梟帥はとどめを刺そうとする命を制し「自分は西国一強いと 

思っていたがそうではなかった。あなたこそ日本一の勇者だ」といいます。 

そして「今からは日本武尊と名乗ってほしい」と言い残し、事切れます。    

（『ひろしま美土里神楽帖』より抜粋） 

【登場人物】 

小碓命（おうすのみこと）    熊襲の頭 川上梟帥（くまそのかしら かわかみたける） 

手下 五十猛（てした いそたける）   川上梟帥の侍女（かわかみたけるのじじょ） 

県立広島大学と安芸高田市の連携協働事業  

【アクセス】 

【バス】広島バス「31 号(翠町)線」にて「県立広島大学前(広島キャンパス)」下車-徒歩 1 分 

【市内電車】[5] 広島港(宇品)行きにて「県病院前」下車-徒歩 7 分  

●バスセンター(紙屋町)から  

【市内電車】[1] [3] 広島港(宇品)行きにて「県病院前」下車-徒歩 7 分  

●広島港(宇品)から 【市内電車】[1] [5] 広島駅行き又は[3] 

 広電西広島(己斐)行きにて「県病院前」下車-徒歩 7 分  

●八丁堀(天満屋前)から 【バス】広電バス「12 号線(仁保沖町)」にて「県立広島 

大学前(広島キャンパス)」下車-徒歩 1 分 

 大学祭当日、駐車場はありませんので

公共交通機関をご利用下さい。 

問い合わせ先： 

県立広島大学地域連携センター 
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